
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 府中市では、平成２６年１０月１９日に、「市民協働都市」を宣言したことを踏まえ、協働について広く市民の皆様に周知するととも

に、協働によるまちづくりの必要性及び重要性に関する理解を深めるため、11月を「市民協働推進月間」と設定いたしました。 

 この「市民協働推進月間」の取組として、子どもも大人も、幅広い市民が参加し、協働について一緒に考え、行動することで、協働

の効果として得られるやりがいや喜びをみんなで実感し、共有できるイベントを実施しています。 

 市民協働実感イベントの取組の一つとして、10 月１７日（土曜日）・１８日（日曜日）に実施した「市民協働事業 第３５回福祉ま

つり～あったか府中ささえあいまつり」で、市民の皆様、市内小・中学校、社会福祉協議会、事業所と市が協働して「人と人とが支え

合い幸せを感じるまち」を実現するイベントを行いましたので、ご紹介します。 

 

この事業を通じて、市民の皆様にご協力いただき、集まったその数は、

なんと 

 

 

目標の２５万個には届きませんでしたが、これだけたくさんのキャッ

プが集まったことに感謝します。 

このペットボトルキャップは、社会福祉協議会が換金し、「福祉のま

ちづくり」に関する事業に活用いたします。 

なお、ペットボトルキャップの回収は、引き続き、社会福祉協議会や

府中 NPO・ボランティア活動センターで行っています。 計測に大忙し！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●親子でも参加！子どもも大人も真剣に！ 

 

高野市長も          府中市市議会 市川議長も 

 

 

               府中市社会福祉協議会 伊藤会長も 

ご家庭で捨てずに集めたペットボトルキャップを持って、８月

から各文化センターで受付して参加した市民の皆様。 

 

 

市民の皆さんが作成したパネルを、全市立中学校の生徒がつな

げてくださいました。 

 

 

 

 

府中第６中学校の生徒はパネルづくりにも積極的に参加！ 

 

市内の福祉作業所の皆さんやグ

ループホームに入居する高齢の

皆様も一緒になって、モザイクア

ートを作成いただきました。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●完成！ 

 

 

 

高野市長・伊藤会長・市川議長・近藤実行委員長が最後の 

キャップをはめ込んで完成しました。 

●福祉まつりの協働実感イベントブースでは 

 

 

 

作成箇所を紹介！ 

 

ブースにはたくさんの市民の方が足を運んでくださいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●もちろん福祉まつり当日も 

 

 

モザイクアートの作成を体験いただきました。 

子どもたちが小さな手で一生懸命作ってくれました。 

 

 

 

●当日作成したパネルは 

 

 

 

 

 

ステージの下できれいな“なでしこ”

の花を咲かせました！ 

 

当日作成してくれた方に、協働につ

いて考え、行動につなげられるブッ

クしおりをプレゼントしました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●好評を博したモザイクアートは、現在、府中駅構内で公開しています！！ 

 

 

 

 

 

 

 

「なにこれ？すごくない？！」、「これペットボトルのキャップなんだあ！」 

京王線府中駅のコンコースを通行する市民の皆様が話しながら、市民協働を目に見える

形で、ご覧いただいております。 

これをきっかけに、一人ひとりの思いや行動が福祉のまちづくりにつながるように、引

き続き、市民の皆様と一緒に協働で取り組んでまいります！ 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


